
研究目的 ：コア系ネットワーク構築のために必要な400Gbps通信用
有機物を用いた200GHz超広帯域光変調器の研究開発

研究開発の概要

1. 光接続用光変調器の超高速化、低消費
電力化、低コスト化

2. 需要の拡大が予測される56Gbpsから
400Gpsへ向けた光トランシーバや光トラン
シーバの試験装置用の200GHz超広帯域
光変調器を実証

3．超高速光変調器でしかなしえないフォト

ニクス基礎研究への展開

研究成果の社会的意義
1. データセンタのサーバ高速化、低消
費電力化、信頼性向上、車載用光デバ
イスの実現、光ワイヤレス通信の実現

2. 超広帯域ICT技術への展開
3．400Gbps光通信の実現
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4.衛星 間光通 信の超高 速化、 低電圧 化

2.FT TH(Fi ber to  the H ome)

4.超 高速ミリ 波無線 通信

リモー ト局E/O3.光 無線フィ ーダ

3.ミ リ波フ ォトニク スの先 導1 .幹線系 の超 高速光 通信

2.家庭 ・オフ ィスでの超 高速光 通信

超大容量の情報を安定的かつシームレスにつなぐ超広帯域光強度変調器

「有機物による200GHz超広帯域マッハツェンダ型光強度変調器の研究開発」

研究代表者：榎波康文（高知工科大学）、参画研究機関名：米国ワシントン大学
研究開発期間：平成29年度～平成30年度
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